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「食品、添加物等の規格基準の一部を改正する件（案）」（添加物（シクロデキストリン等

３品目）に係る規格基準の設定及び改正）に関する意見 

 

今般、成分規格が新たに設定される予定の「単糖・アミノ酸複合物」について、以下の

意見を提出いたします。 

 

指定添加物とは異なり、既存添加物の多くは多成分混合物であり、原料や製造条件等の

違いによって成分組成が変動し、その毒性も変化するおそれがあります。したがって、こ

のような添加物の安全確保には、原料や製造条件、成分組成などを含めた規格基準の設定

と適切な毒性試験に基づいた安全性の確認が不可欠です。 

既存添加物「単糖・アミノ酸複合物」は、成分分析データや毒性試験データがほとんど

入手できず、安全性を判断する上で最低限必要と思われる遺伝毒性試験と短期の反復投与

毒性試験のデータがない（または公表されていない）状況で流通しているものと認識して

います。 

本品目は、成分規格案の定義によれば、「アミノ酸と単糖類の混合物を加熱して得られた

ものである」とされていますので、メイラード反応生成物（Maillard reaction products: 

MRP）そのものと考えられます。単糖もアミノ酸もそれぞれ 20 種類以上ありますので、

その反応の組み合わせは膨大にあり、その結果生成するMRPの種類も膨大です。さらに、

MRP には変異原性を示すものが多数あり[1-6]、その一つであるアクリルアミドはアスパ

ラギンと還元糖との反応で生成する遺伝毒性発がん物質です。アクリルアミドについては

消費者の関心も高く、食品安全委員会はリスク評価の結果に基づいて、合理的に達成可能

な範囲でできる限りアクリルアミドの低減に努める必要があるとし、農林水産省も低減に

向けた取組みを消費者や食品事業者に勧めています。 

今回、貴庁が提示された成分規格案では、窒素含量の下限規定、性状、確認試験などを

規定しています。しかし、原料や製造条件を制限する規定がないため、MRPのうち有害な

ものを排除または低減するための規格にはなっていないものと考えます。 

また、性状や確認試験は「第 11版食品添加物公定書作成検討会報告書」によれば「市販

流通品の実態に合わせて設定した」とされています。適切な毒性試験の結果に基づいて安

全であることが確認された流通品に合わせた規定であれば理解できますが、上述したよう

にデータが入手できないため、流通品に合わせた性状等の規定は安全の根拠にはならない

と考えます。なお、窒素含量の規定は、報告書で「本品が単糖とアミノ酸の混合物を加熱

して得られたものであることを確認するため」としていますが、窒素を含む有機化合物は

アミノ酸以外にも多種類ありますので、この規定だけでは確認はできないのではないでし

ょうか。 

貴庁は市販流通品の情報を入手されているようですので、性状等の情報のみならず、何



よりも重要な原料や製造条件の情報、有害成分の含量も含めた成分組成に関する情報も参

考にして、科学的根拠に基づいた成分規格を提案すべきと考えます。少なくとも、食品安

全委員会の評価や農林水産省の施策に呼応させるためにも、アクリルアミドの混在を防止

するような規定を盛り込むべきではないでしょうか。 

以上 
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